
平成３０年４月定例教育委員会会議録

平成３０年４月２日 定例熊谷市教育委員会を商工会館２の１会議室に招集

する。

○ 出席者

野原 晃、西山 富由紀、加藤 道子、齋藤 洪太、本塚 雄一郎

○ 出席事務局

教育次長 小林 教子

教育総務課長 田島 斉

学校教育課長 渋谷 昌美

社会教育課長 鶴田 敏男

中央公民館長 森田 安彦

文化センター所長 田中 博

教育総務課副課長 田谷 憲司

教育総務課主幹 増田 彩子

１１時３０分 ４月定例教育委員会開会

教育長から、平成３０年４月定例熊谷市教育委員会の開会の宣言があり、本会議の

会議録の署名人に、齋藤委員が指名された。

教育総務課長から、３月臨時教育委員会の会議録は、今回４月定例教育委員会の会

議録とともに、５月定例教育委員会で承認を受けられるよう準備をするとの説明があ

り、委員の承認を得た。

日程第１(報告第４－１号）寄附申出について

教育総務課長から、２月１３日から３月１０日までに、ふるさと納税で「熊谷教育

の推進のため」として、５件、計１４万円の寄附申出、株式会社アキュラホームから、

石原小学校に「教育活動支援のため」として、児童用学習机の天板１３０枚、５０万

円相当の寄附申出、また、株式会社リケンから、市内小学校１５校に、「教育振興のた

め」として、学校図書及び備品２００万円相当の寄附申出があったとの報告があった。

日程第１(報告第４－２号）４月教育委員会行事予定について

質疑は特になかった。

日程第２（その他）熊谷市教育振興基本計画について

学校教育課長から、完成した熊谷市教育振興基本計画について、概要の説明があり、



１ページ目に、熊谷市が教育の土台としている考え方、２ページ目に、新学習指導

要領で目指す３つの力を、カリキュラムを工夫改善することにより、知、徳、体の

バランスのとれた力をつけ学力日本一を目指していく「くまがやラグビー・オリパ

ラプロジェクト」の取組について、また、次ページ以降、その具体的な取組を掲載

していることなどが説明された。

教育長からは、生まれ育った地域への愛着と理解を深める教育を進めると同時に、

今まで積み上げてきた学力向上についての取組を見直していくということになると

いう説明があった。

日程第２（その他）後援等承認決定した事業一覧について

教育総務課長から、２月１９日から３月１６日までに、後援等承認決定した事業

について報告があった。

他には報告はなく、教育長の宣言により、平成３０年４月定例熊谷市教育委員会

を閉会した。

（１１時５０分 閉会）

署名 教育長 野 原 晃

委 員 齋藤 洪太


